
実施内容および主な成果
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本NEDO事業の目的

今後の課題
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団体名：三菱重工業株式会社、東洋エンジニアリング株式会社 発表日：2025年7月15日

バイオジェット燃料生産技術開発事業／実証を通じたサプライチェーンモデルの構築／

BECCSを活用したガス化FT合成プロセスによるSAF製造技術のビジネスモデル検証

三菱重工業株式会社 問い合わせ先URL
：https://www.mhi.com/jp/inquiry

東洋エンジニアリング株式会社 問い合わせURL
：https://www.toyo-eng.com/jp/ja/contacts/

背景

【BECCSを活用したガス化FT合成プロセスの成立性検証】

【FT合成反応器製造体制の確立】

• ガス化FT合成プロセスにBECCSを活用することで、大きなCO2削減効果により経済性が改善することを確認したが、以下2点の成立が必要。
①：BECCSを活用したCI値計算のCORSIA認証ルールの制度化、 ②：CI値に応じたN-SAF価格買取制度

• 商用量産機に向けてのガス化炉のスケールアップ実証試験が必要。

技術提携先のFTコア（FT合成反応部分）量産工場を訪問・視察し、設計、材料・
部材調達、製作手順・製造工程、製造設備、工程管理、品質管理等につき確認・
評価した。また、国内での商業反応器（コア格納圧力容器）製造体制確立のため、
大型化と量産化を見据えた製作手順検討、大型化設計検証、国内製作メーカー調
査・評価・認定、官庁申請（高圧ガス保安法）対策検討、などを実施した。

• 23年度に、木質バイオマスでのビジネスモデル成立性を検討。

• 24年度は、大量に副生されるその他原料(CI値の低い農業残渣等)をリサーチ。
最終的にEFB*7、もみ殻、ミスカンサスを選定し、原料生産地を調査。

• 原料の所在や入手性から、SAF製造プラントの想定規模や原料の使い方を評価。

立毛乾燥後のミスカンサス

原料生産地の調査結果

• EFB、もみ殻、ミスカンサス（受け入れ時点）のガス化FT合成プロセスへの利用可否
（ガス化炉適合性、搬送性/定量供給性）を評価。

• EFB、ミスカンサスは、前処理技術による改善を検証。模擬試験設備(実機同様のシス
テムを想定)を構築し、安定的に粉砕、払出、定量供給可能な条件を見出す試験を
実施。何れの原料もガス化FT合成プロセスへの適用目途が立った。

粉砕試験装置

搬送性/定量供給性試験装置

木質バイオマス

• 国内モデルでは、原料調達量の制約から大規模化が困難のため、CO2削減効果を加味
しても成立性は不十分。

• 海外モデルでは、CCSによるCO2削減効果が大きく、以下①②が認められれば成立性が
あることを確認（CO2削減効果はHEFAの約2.5倍） 。
① BECCSを活用したCI値計算のCORSIA認証ルールの制度化
② CI値に応じたN-SAF価格買取制度

その他原料

• EFB、もみ殻、ミスカンサスは、原料生産に関わるCO2排出量やILUC*9が低い、あるいは
ゼロとして取り扱うことができる等があり、木質バイオマスよりもCO2削減効果が約1～2割ほ
ど改善。

• 木質バイオマス以外の原料を有効活用できる目途が立ち、ガス化FT合成プロセスのポテン
シャルが拡大。

ガス化FT合成プロセス 概略系統構成

標準的にCO2分離
機能を備えており、
CO2を回収し易い

*1) Hydroprocessed Esters and Fatty Acids *2) Fischer-Tropsch *3) Alcohol-to-jet *4) Carbon Intensity *5) Bioenergy with CCS(Carbon Capture and Storage) *6) Carbon Offsetting and Reduction Scheme for International Aviation
*7) Empty Fruit Bunch *8) CORSIA Eligible Fuels *9) Induced Land Use Change *10) もみ殻は木質バイオマスと混焼したHeat Mass Balanceを計算し、もみ殻混焼分を抽出した数値であり、参考値。 

EFB
(海外)

ミスカンサス
(国内)

もみ殻*10

(海外)

木質バイオマス
備考

国内 海外

①CO2削減量
(gCO2/MJ)

202.3
(111%)

206.3
(121%)

259.0
(143%)

169.9 181.2
=89(gCO2/MJ)－CI値

②SAF生産量
(木質バイオマス比) 98% 97% 77% － －

③＝①×②
EFB・ﾐｽｶﾝ ｽは木質ﾊ ｲｵﾏｽと同原料価格とした。
もみ殻は原料価格が半額とすると2倍の費用対
効果を有する。

③CO2削減効果
(木質バイオマス比)

109% 117% 110% － －

ガス化FT合成プロセス適用のための検証事項 CO2削減効果の検討結果

項目 調査場所
CEF*8適合性,

カテゴリー
生産の季節性 SAF製造プラントの想定規模

木質
ﾊ ｲｵﾏｽ

日本
東南ｱ  ｱ

有、Products なし
国内：1～2万kL/年/箇所
海外：数～十万kL/年箇所
（森林規模による）

EFB 東南ｱ  ｱ 有、Residues なし
1～2万kL/年/箇所
(EFB可搬距離50kmとした場合。
ﾎﾟﾃﾝ ｬﾙを有す地点は多数存在)

もみ殻 東南ｱ  ｱ 有、Residues
年中収穫可能だが、
各地域では数ヶ月
/年ほど収穫可能

他原料との混合利用
(精米所規模・分散性から、大規模
に集約する流通ﾌﾟ ｾｽが現状な
い）

ﾐｽｶﾝ ｽ 日本 有、Products
6ヶ月/年ほど収
穫可能

1～数万kL/年/箇所
(SAF製造ﾌﾟﾗﾝ と大規模栽培をｾｯ
 で事業化すべきもの)

③計量 ﾝﾍ ｱ
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③ﾌｨｰﾀ ( ﾝﾍ ｱ～ｽｸﾘｭｰﾌｨｰﾀ )
定量性を確保しつつ、安定的に
原料投入できること

 ｰﾀﾘｰ
ﾊ ﾙﾌ 

①粉砕プロセス
ガス化炉および②③で原
料を安定的に搬送でき、
また経済性に優れること

②供給ホッパ
（ ｰｸﾙﾌｨｰﾀ ）

M

原料

②供給ホッパ
圧密・閉塞などせずに
安定的に原料を払出し
できること

①粉砕プロセス

サークルフィーダ

スクリュー
フィーダ

ロードセル

農業残渣等(CCS有)

木質ﾊ ｲｵﾏｽ(CCS有)

木質ﾊ ｲｵﾏｽ
(CCS無)

ガス化FT合成プロセス
CCS活用によるCO2固定がCORSIAに認められるとCO2削
減効果が2倍以上。
農業残渣等のよりCO2削減効果が高い原料では、更に1～
2割程度のCO2削減効果が得られる。

HEFA
唯一HEFAのSAFしか流通していないため、現状のSAF取引
価格はCO2削減効果と連動していない。

ATJ
      由来のﾊ ｲｵｴﾀﾉｰﾙをSAF原料として想定。

出典：
ガス化FT(CCS)の値はNEDO事業で検証したCI値を、その他
の値はCORSIA Default Life Cycle Emissions Values 
for CORSIA Eligible Fuelのデフォルト値を用いた。

BECCSを活用したビジネスモデル検証

国内

海外
ﾊ ｲｵﾏｽ資源国
例)東南ｱ  ｱなど

森林資源 少

森林資源 大

ﾊ ｲｵﾏｽ海上輸送

N-SAF海上輸送

N-SAF製造

N-SAF製造

ﾊ ｲｵﾏｽ陸上輸送

国内製油所・空港
（製油所でJet A-1と混合）

海外モデル（個別事業者未定）

海外日本企業が有するバイオマス資源による
現地N-SAF生産・国内輸送

国内モデル（個別事業者未定）

国内原料による国内N-SAF生産

CO2封入

CO2封入

原料のままでの日本への輸送は効率的ではない

ガス化設備 FT合成設備

受入
設備

ガス化
設備

昇圧
設備

脱炭脱硫
設備

FT合成
設備

SAF

CO2精製

CCS

ﾊﾞｲｵﾏｽ

CO2分離

蒸留
設備

89

77.9

32.8

22.5

13.9

20.8

8.3
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CI値が低い

各SAF製造技術によるCI値（CORSIA*6デフォルト値）

• 社会実装済のHEFA*1は、原料（廃食用油、獣脂）の調達可能量に限りがある。

• ガス化FT*2合成プロセスは、HEFAやATJ*3等と原料が競合しないが、設備費が高くなることが考えられ、
SAF製造費が相対的に高くなると予想される。

• しかしながら、ガス化FT合成プロセスはCO2削減効果が大きく（CI*4値が低く）、またプロセス上CO2回
収が比較的容易であり、BECCS*5活用によるマイナスCIの実現が解決策の一つになり得る。

• BECCSを活用したガス化FT合成プロセス(木質バイオマス、その他
原料)の成立性検証(国内・海外モデル)。

• その他原料及びBECCS導入時におけるFT合成工程への影響評価

FT反応器コア機能概念図
商用FT反応器外観
（Velocysモデル）
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